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セミナーの趣旨

• 福島事故に関し、「何が悪かったか、今後何をすべきか」に
 ついて議論する。原子力学会はわが国のアカデミアを構成
 する組織であることを踏まえ、学会としてあるいは原子力安
 全部会として何をすべきかの観点を重視する。

• 原子力は多くの技術の総合であり、福島事故を含め、事故
 は技術分野の隙間で起きることか多い。セミナーの目的は、

 事故そのものの解説ではなく、事故によって示された課題を
 踏まえて今後より安全な原子力を確立していくために、技術
 分野間あるいは産官学間の相互理解を進めることを目的と
 する。
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本日のプログラム
司会：

 
関村直人（原子力安全部会副部会長、東京大学）

（開会挨拶及び趣旨説明）

13:35～13:50
 

「第５回セミナーの概要」

本間俊充（安全部会幹事
 

日本原子力研究開発機構）

13:50～14:50 
 

「東北地方太平洋沖地震発生後の女川原子力発電所
 の状況および安全対策について」

櫻庭達幸
 

（東北電力株式会社）

14:50～15:50 
 

「東北地方太平洋沖地震発生後の東海第二原子力発
 電所の状況について」

戸村典章（日本原子力発電株式会社）

15:50～16:20
 

休憩
 

及び
 

報告内容に関する質問

16:20～17:15
 

討論
 
論点整理

 
阿部清治（安全部会長

 
ＪＮＥＳ）

（次回以降のセミナー案内及び閉会挨拶）
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